
 

学校名　三原市立西小学校

改善方策

     １０月      ２月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

働
き
方
改
革
の
推
進

新しい時代の
教育に向けた
持続可能な学
校指導・運営
体制を構築す
る。

「公立学校の教育職
員の業務量の適切な
管理その他教育職員
の服務を監督する教
育委員会が教育職員
の健康及び福祉の確
保を図るために講ず
べき措置に関する指
針」に基づいた取組
の構築と推進

・1カ月の在校時間の総
時間から条例等で定めら
れた勤務時間の総時間
を減じた時間が45時間を
超えないようにする。
・1年間の在校時間が総
時間から条例等定められ
た勤務時間の総時間を
減じた時間が360時間を
超えないようにする。

100％ 84.6%
(67.1)

.88.5%
(73.2)

　88.5%
(73.2)

Ｂ

〇各月45時間を超えない達成率
※ (  )内の数字は令和4年度
４月73.0％(36.0 ) 　５月80.7%（64.0）　６月
65.3%（32.0）　７月100.0%（88.0）　 ８月100.0％
（100）　９月92.3%（56.0）　10月88％（92.0）　11
月100％（92.0）　12月88％（68.0）　１月100 ％
（100）

〇学年部での業務内容の標準化の見直し
　・役割分担の明確化
　・既存のデータの活用
〇積極的生徒指導の推進
　・自己決定の場の設定
　・共感的人間関係の構築
　・自己肯定感の育成
〇不登校児童の減少
　・綿密な連携と外部機関における居場所つくり
〇会議の精選と周知方法の改善
　・ＩＣＴの効果的活用
　・スケジュール管理の徹底

6/6
人

　

・業務を効率的に進められ
る仕組みづくりができてい
る。
・学校全体でよく改善に努め
られている。改善策を継続し
てほしい。
・時短と現実の差は結局は
人材でしか埋められないと
思う。
・不登校児童の中にヤング
ケアラーとしての生活実態
は如何なりや。
・不登校児童の状態に応じ
て外部関係機関の利用も選
択肢の一つ。

『主体的な学び』に関する児童
アンケート肯定的評価
・論理的思考力に関するアン
ケート

85%以上 93.0% 93.0% 109.4% A

　論理的思考力に関するアンケートの結果、とても39.6％、まあ
まあ32.6％となり、根拠に基づいて発言することを意識すること
が定着されつつある。
　しかし、書かれていることと自分の経験や知識を結び付けた
り、情報を整理・分析して考えを深めたりすることには課題があ
る。

　・発言の際、根拠を示して説明することを意識づける。
　・自分の経験や知識を想起させ、具体的に想像できるよう
にさせる。
　・中学年以上は、根拠を複数挙げる発言例を示し、情報を
結び付けて考えることを指導する。また、前学年を通して、三
角ロジック（根拠、理由付け、主張の三点セット）での発表を
意識づける。
　・条件に沿ったふり返り活動を習慣化させる。

6/6
人

　

合唱と読書活動等
の充実と奉仕活動
等を通して、豊か
な感性・豊かな心
の育成を図る。

『自らへの自信』に関する児
童アンケート肯定的評価

80%以上 76.4% 92.1% 95% Ｂ

・「ぜんぜんあてはまらない」と答えた児童が全校で
5.8％（28人）いる。また学年が上がるにつれ、否定的評
価が高くなっている。
・道徳や学活、帰りの会を中心に、達成感・充実感をも
たせる活動に全体で取り組めたが、自己肯定感が低い
児童へ個別の支援ができていなかった。

・今後も、達成感・充実感を持たせるような活動を仕
組んでいく必要がある。
・引き続き「今日のキラリ」のような全体の雰囲気や個
人の自己肯定感を高める活動を行っていく。
・委員会やクラブ活動などで高学年が活躍する場を作
り、高学年の肯定的評価が高くなる取組を、各学年と
仕組んでいく。

6/6
人

　

組織的・計画的
実施により児童
の体力の向上を
図る。

①体力テスト全国及び県平
均値以上達成率

②児童アンケートの外遊び
をすることへの肯定的評価

①
70%
以上
②

８０%
以上

①％
⓶８１％

①６７％
⓶８２％ ①98％

②101%
①Ｂ
②Ａ

①男子は９種目のうち５種目、女子は９種目のうち７種目平均
を上回った。しかし、シャトルランと立ち幅跳びはどちらも平均
を下回った。ほぼ、目標を達成することができた。昨年よりは改
善されたため、児童を中心とした外遊びの奨励の取り組みを引
き続き行っていく必要がある。
② 外遊びの肯定的評価は８２％であった。（前年比４％↑）
否定的な評価の児童が１８％であり、前年度に比べ４％の改
善ができ、目標値を達成することができた。少しずつ、.遊び方
やルールを守って遊ぶ児童が増えてきているがまだ取り組み
を継続する必要がある。

・体育委員や教員による休憩中の外遊びの声
掛けをしたり、児童朝会を利用してルールの確
認をしたりする。
・縄跳び大会や5分間走などの体を動かす行事
を取り入れ、体を動かす楽しさを味合わせる。
・体力アップは、宿題としてだけではなく、体育の
授業の始めにも毎回取り組んでいくようにする。

5/6
人

　
1/6
人

食教育や保健・
安全教育の推進
により、自己管
理能力の育成を
図る。

『食育』『保健・安全』に関す
る児童アンケート肯定的評
価

75%
以上

78.0% 80.0% 106% Ａ

・給食を時間内に食べきっているのは８０％であった（前年比１
０％↑）。前年度に比べ１０％の改善ができ、目標値を達成す
ることができた。しかし、各学年の様子を見ると食器の準備が
遅かったり、片づけの時に食べ残しがあったりした。
・アレルギー対応が必要な児童への対応の仕方について、教
職員全員が連携を取りながらより適切に対応できるために改
善策を作成し、教職員間で共有することができた。

・準備を早く終わらせるための配り方や時間の使い方の指導
を継続して行っていく。また、片付けるときのポイントや食べ
残しのチェックを教員で行い、肯定的な声掛けを行っていく。
・アレルギー対応マニュアルをはじめ児童に関わる大切な事
柄は、年度当初だけでなく、定期的に確認・共有していく。

6/6
人

90％以
上

6/6
人

・様々な場面で子供たちは
体を動かす楽しさを実感して
いる。
・学校側の課題克服は一朝
一夕にはできないと理解す
る。慌てず急がずのスタンス
で９０％でも良し。
・朝も休憩時間も元気な声
が聞こえ，縄跳び大会も良
いムードだった。
・先生方の情報共有，連携
により取り組みの成果が出
ている。今後も食事の様子
や残菜等からも児童の背景
を見てほしい。
・給食に関しても家庭との連
携が必要。
・体力向上を図る手段の一
つとして，次年度は安全に
配慮し「学びの森」の復活を
望む。

・シラバスが確立された系統
的なふるさと学習は，郷土
愛や社会貢献意識を高めて
いる。
・自己肯定感が育まれるの
は「家庭教育」が基本だと思
う。家庭へのアプローチが
必要と思う。
・自己肯定感を高め，醸成さ
せていくきっかけ作りが欲し
い。
・達成目標を明確にし，自己
評価や他者評価をしっかり
行う。
・西小校区にある地域人材
や財産をしっかり活用してほ
しい。

・特別活動等で、役割を果たすことに対する達成
感・充実感をもたせることができた。
・「ぜんぜんあてはまらない」と答えた児童が全校
で2.3％（１１人）いた。

91%

・友達を肯定的に評価するような「今日のキラ
リ」のようなものに引き続き取り組んでいく。
・ふるさと学習や感謝の会等で児童が活躍する
場を増やし、役割が果たせる活動を各学年と仕
組んでいく。
よりよい学校づくりに関する児童の考えを児童
会活動を通して学校に反映させ、児童に達成
感・充実感を持たせる。

　

・研究主題，手法が全ク
ラスに浸透しており，授
業改善の結果が子供た
ちの学びの姿に表れて
いる。
・書くことで論理性も向上
すると思う。基本的な事
は繰り返しやる事が地味
でも最速の方法だと思
う。
・学習の定着化は繰り返
しにより自信を高める。
様々な種類の文章に当
たることは大切だが，ゆ
とりを持って量より質が
大切。
・発表等で三角ロジック
や根拠を示した説明を意
識づけるためには，教職
員がその発表スタイルを
提示することが必要。
・クロームブックの使用
常態化により書くことに
対して躓く点も出てきて
いるのではないかと思慮
する。

①県平均＋1

②52.6

③60％

①Ｂ
②Ｂ
③Ｃ

・条件に沿って書くことを日常の授業やふり返り
にも取り入れる。
・「精査・解釈」の場面で想像したことを書く場面
を設定し、表現させる。
・単元末テストを実施する前に、学習内容が理
解できているかを復習する時間を学年で設定す
る。
・教科書教材以外の読解プリントに取り組み、
様々な種類の文章の読解に慣れさせる。
・クロームブック等を活用した個別最適型の学
習を進めていく。
・ドリルタイムには、管理職や専科が各学年や
学級に順に入り、指導補助を行う。
・５年生では、ドリルタイムを活用し、低学力層の
算数の学力補充を重点的に行うとともに、希望
者には週二回放課後補充を行う。

Ｂ95.7%

ｄ　短期経営目標

①全国学力・学習状況調査国語科の平均正
答率は70（県平均69）だった。内容ごとに見る
と、「話す・聞く」78.6（県＋3.5）、「書く」28.1（県
－0.9）、「読む」75.0（県＋1.7）となり、「書く」こ
とがわずかに県平均を下回っており、「読む」
ことの差も県平均＋8を下回っていた。
②３年生は昨年度を上回っているが、４、５、
６年生で昨年度を下回っている。
③１学期より全体の点数は伸びたが、学期毎
単元末テストは目標値に届かなかった。一
方、学期末テスト「たしかめよう」では、平均80
点以上の学級は100％（全校平均点86.5点）
であり、本文によって正答率に差があること
が分かった。

　
6/6
人

①93.5％

②97.6％

③75％

自己評価

ｉ
達成度

n
改善方策

l   評 価

学校関係者評価

ｇ
目標値

ｊ
評価

（　中間 ・ 最終　）

【ミッション】（自校の使命）　　自分を愛し、夢を語る児童の育成

【ビジョン】（自校の将来像）　地域・保護者の信頼を得、心から「西小で学んで良かった」「通わせて良かった」と誇りに思われる学校

ｅ　目標達成のための方策

校番（　０５　）

ａ　学校教育目標

ｋ
結果と課題の分析

m
コメント

本校の研究主題に全員で取り組み、仮説
の検証のために計画的な実践研究を行
い、研究主題に迫る授業がどこまででき
たかを互いに検証する。

①全国学力・学習状況調査
平均値正答率

②ＮＲＴ国語偏差値平均

③学期毎単元末テスト「読
むこと（思判表）」平均

令和５年度　　学校評価表

地域に愛着と誇りを抱き、
夢の実現に向け自ら学びを求め、行動できる子どもの育成

・教職員の時間管理能力の向上
・学校経営会議や部会を通して業務の精
選及び学校行事等の見直しや改善

ｂ　経営理念
ミッション・ビジョン

評価計画

主体的に学び
合う児童を育
成し、学力の
向上を図る。

「かしこく」自
ら学ぶ子ども

「主体的・対話
的で深い学び」
を意識した授
業を通して、本
校で育成を目
指す資質・能力
をもった、自ら
学ぶ児童の育
成を図る。

西小学校全校で読解力を高めるドリルに
取り組み、本文や資料を根拠にして読み
取る力を高め、学年課題に応じた基礎学
力の定着を図る。

①県対
比108％

以上

②54以
上

③80点
以上の
学級

80％以
上

健
や
か
な
体
の
育
成

自らの体力と
健康を向上さ
せ、自己管理
能力の育成を
図る。

「たくましく」健
やかな子ども

確
か
な
学
力
の
育
成

ｆ　評価項目・指標c　中期経営目標

豊
か
な
心
の
育
成

様々な人や事
象とのかかわ
りを通して、社
会性や豊かな
人間性を培
う。

「なかよく」心
豊かな子ども

特色ある地域の学
習材や人材の活
用と交流を通して、
地域を想う心情を
育てるとともに、社
会貢献意識と規範
意識の向上を図
る。

保健指導や委員会活動などを通して、児童に
食物アレルギー対応などを含む食教育や保
健・安全教育の改善・充実を図り、児童の自
己管理能力の育成を図る。

①県平均＋1

②52.6

③54.5％

児童アンケートや体力テストの調査の結果分
析をもとに、課題克服のための取組（校内研
修、外部講師による児童への直接指導、小
中連携等）を充実させ、教職員の意識向上と
児童の体力向上を図る。

学年（学級）ごとに児童の実態に応じた合唱に取り
組み、仲間意識や表現力の育成を図る。また日常
的な音声表現活動（詩や短歌・俳句等の音読・暗
唱）を通して、自己表現に自信を持たせる。

特色ある地域の学習材や人材の活用、交流を通し
て、「ふるさと学習」やボランティア活動に全学年で
取り組み、社会貢献意識や規範意識の向上、お世
話になった方々への感謝の意を表す活動を通し
て、ふるさとを愛する心情と相手意識を育てる。

『貢献意識』に関する児童
アンケート肯定的評価 82.7%

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ：自己評価は適正である。 ロ：自己評価は適正でない。
ハ：分からない。

別紙様式１


